
     第７４回定時株主総会後に実施した記者会見の概要について 

 

１．日 時  ２０２６年６月２６日（金）１１時００分～１１時２０分 

 

２．出席者 

  建設記者会（４社） 

   ・北海道通信社、北海道建設新聞社、日刊建設通信新聞社、日刊建設工業新聞社 

 

３．概要 

  和泉社長が別添資料「株主総会を終えて」により説明後、質疑を行った。 

   

４．質疑 

 （問）ユースエールの取得について伺いたい。 

 （答）当社では、若者の採用・育成に積極的で、若者が働きやすい労働環境を整えているという

自負と共に、建設会社のみなさんが一所懸命取得している中で、当社もそれを経験しなけ

ればいけないという思いもあり取得に至った。 

 

 （問）CICの映像コンテンツ第２弾については、今回と同じように縦型ショートドラマを考えて

いるのか。 

 （答）まだそこまでは決まっていないが、第２弾の内容については、前回の縦型ショートドラマ

の評判や CIC参画団体の意見を聞きながら考えていきたい。 

 

（問）北保証経営 Visionの策定について伺いたい。 

（答）北海道新幹線事業の完了が見込まれる概ね 10 年後を見据えて社内の足腰を強くしていく

ことと、建設業界が抱える担い手不足の解消に向けて、当社として協力できることにチャ

レンジしていくために策定した。これに基づいて 2028 年度までの中期経営方針を位置付

けており、大きな潮流として、これからの３年間は本社の移転に加えて、新幹線事業の取

り扱いが落ちてくるのではないかということもあって、どれだけコストを削減できるか、

本社内のペーパーレス化等も含めて時代のニーズに合わせていけるかということを考えて

いこうというものである。 

 

（問）Action Plan の３ページ目に「本社における管理体制の強化、部の新設と支店の新設を含

む組織改革の検討」とあるが、どういった内容か。 

（答）現在、道央と道南の営業は業務部が担当しているのだが、業務部は支店を総括しながら自

らも道央・道南の営業部隊になっているという点で、営業を見きれていない部分もあると

感じており、そこを業務部の再編ということを含めて、支店化するというアイデアである。

今までは人数が少なかったため、人を分けることができずに業務部の仕事と支店としての

営業の仕事を一緒にやっていたのだが、近年は人数も増えてきたことで、営業部分を支店

化するということも可能になりつつあり、職員数の状況を見ながら、３年以内ぐらいであ

る程度の結論を出したいと考えている。 

以 上 



 

2026年 6月 26日 

株主総会を終えて 

 

１．本日の株主総会の議決権行使株主は総株主数 303名中、215名、議決権 80万株に

占める割合は 89.5％でした。 

 

２．株主総会では、当社第 74期（2025年度）計算書類が承認されました。 

第 74期決算は、前期比増収減益となりました。 

前払金保証の保証料は 5.6％増、契約保証の保証料は 5.1%減で、合計した収入保

証料は、2.9％増の 18億 3,653万円となりました。 

保証事故は前払金保証で 1件 268万円、契約保証で 1件 489万円が発生しました。

営業外収益、特別利益、特別損失を合算した純利益は、37.3％減の 7億 9,679万円

となりました。 

 

３．役員人事では、改選期ではありませんが、新たに西科 訓氏が取締役に選任され

ました。 

 

 

４．株主総会後の第 315回取締役会では、常勤取締役の飛田取締役は常務取締役とな 

り、新たな取締役である西科取締役が総務企画部長に委嘱されました。 

人事異動については、資料に記載のとおりとなりました。 

 

５． 株主総会後の第 315回取締役会では、「北保証 経営 Vision」が策定され、当「北

保証 経営 Vision」の配下に当面３年間の経営方針として「北保証 中期経営方針

（2026～2028）」も併せて策定されました。 

  詳細については、資料のとおりです。 

 

６．２０２６年度保証取扱見通しのうち、前払金保証対象請負金額については、前年

度補正予算を含む公共事業費等から３％増加と推定していること、又、重点事項で

ある中間前払金保証の目標利用率は、前期に引き続き 15％に設定していることを説

明しました。 



2026.6.26 

 

２０２６年６月２６日付の人事異動について 

 

 

 

北海道建設業信用保証株式会社 

 

２０２６年６月２６日付の人事異動について、お知らせいたします。 

 

氏  名 新 旧 

飛田  浩 常 務 取 締 役 取 締 役 

西科  訓 取締役総務企画部長 総 務 企 画 部 長 

 

                                以 上 



北保証経営Vision

FIRST PHASE THIRD PHASESECOND PHASE

建設産業界の発展に向け
パートナーとして協力

💗パートナーシップ💗

🚀チャレンジ🚀

建設企業等へ時代に応じ
た新たな価値を提供

👥共成長と持続性👥

担い手対策・育成への
取り組み等、持続ある支援

北保証 中期経営方針

2026-2028

2035

～創業100年を見据え～

次期 中期経営方針

2029～
（UPDATE）

・・・・・・・・

本社移転

地域と建設産業界と
ともに

・ ・ ・
Action Plan 

2026



北保証 経営VISION

北保証中期経営方針 (2026～2028)

・保証基盤のデジタル化の推進
・営業力・組織力の強化
・各種制度導入の促進

・道内建設業担い手確保助成事業
・Instagramによる情報発信
・事務担当者連絡会
・コンストラクション甲子園
・建設イノベーション・コン
ソーシアム（ＣＩＣ）

・人材確保の強化
・職員の業務能力向上
・多様な働き方の推進
・厚生労働省等の各種認定の
取得・認定維持

・様々な取り組みにチャレンジ

建設企業等のさらなる

利便性向上を目指す

発注者や建設企業等と共創し、

地域の建設産業界の発展に

寄与する

本社移転を見据え、人材確保・育成、

職場環境の改善等により、持続性の

ある企業風土を創出する

🚀チャレンジ

💗パートナーシップ

👥共成長と持続性

地域と建設産業界とともに
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